
令和 7 年度 障害者グループホーム・グランドホーム 地域連携推進会議 

開催日時：令和 8 年 2 月 16 日 10 時～11 時 00 分 

開催場所：グランドホーム日光 2（日光市森友 1519-133） 

 

推進委員：入居者 Y 様、自治公民会⾧ Y 様、日光市社会福祉課 O 様、訪問看護師 Y 様、相談支援専門員

F 様 

 

次第 

１．開会あいさつ（営業・支援部⾧） 

参加への感謝と、運営に対するご意見・ご助言のお願いを述べました。 

 

２．自己紹介 

 

３．報告事項 

（１）障がい者グループホームの役割について（サービス管理責任者） 

障がい等により単身での生活が困難な方が、職員によるさまざまな支援やサービスを活用しながら地

域で生活するためのサービスの一つであることを説明しました。また、身体・精神・知的の障害種別につ

いて説明しました。 

 

（２）グループホーム運営状況（営業・支援部⾧、管理者） 

ア 入居状況（令和 8 年 2 月 13 日現在） 

日光市内 2 棟、入居者数 7 名／定員 8 名。 

イ 障害区分 

平均区分 3.57。身体 0 名、知的 4 名、精神（発達）3 名。 

ウ 近隣からのご意見や交流 

・ごみ出し日を誤ったことがあり、地域の方よりご意見・ご指導をいただきました。 

エ 子どもたちの応援（熊谷卓球フェスティバル） 

熊谷のホームでは、子どもたちの応援としてプロ卓球選手を招いた交流会を実施しています。同様の形

に限らず、日光ホームにおいても地域交流を検討していきたいと考えております。 

 

（３）施設やサービスの透明性・質の確保（営業・支援部⾧、管理者） 

ア 当ホームの特徴 

食事は原則手作りで温かいものを提供しています。職員が 1 対 1 で同席し、生活や就労に関する悩

みを丁寧に伺っています。また、入浴については原則としてお一人ごとにお湯を入れ替えています。 

イ 利用者の日常生活の様子 

日中は一般就労または福祉的就労に通い、規則正しい生活を送っています。休日はホームでゆっくり

過ごされる方もいます。 

ウ BCP（業務継続計画）の策定状況 



法定の「非常災害時」および「感染症まん延時」の 2 種類の業務継続計画を策定しています。研修や

訓練を通じて、万が一の際にも業務および支援を継続できるよう備えています。 

 

エ 各種委員会・研修会・訓練について 

年 17 回 、 法 定 の 委 員 会 ・ 研 修 ・ 訓 練 を 、 年 間 ス ケ ジ ュ ー ル に 基 づ き 実 施 し て い ま す 。

 
 

（４）利用者の権利擁護（営業・支援部⾧より） 

ア 虐待、事故、ヒヤリハットの報告 

事故：22 件。その多くは、特定の入居者様が職員の注意を引く目的で自ら転倒するケースです。 

ヒヤリハット：10 件。服薬提供漏れが中心です。 

イ 後見人等の状況 

預り金サービス利用者 3 名、通帳本部預かり 1 名、補佐人・後見人利用者 0 名。 

 

４．地域連携推進員様による各ホームへの訪問 

厚生労働省の「会議の手引き」に基づき、地域連携推進員様による各ホームへの訪問が求められていま

す。要項およびチェックポイントをご参照いただき、訪問をお願いしました。 

⇒了承をいただき、2 ホームを参加委員の皆様に訪問していただきました。 

 

５．ご意見 

◆地域連携推進会議について 

開催目的の説明が不十分であること、委員選定についてご意見をいただきました。 

＞厚生労働省の開催手引きに基づき説明しました。委員は、当事者・ご家族・専門的知見を有する方・サ

ービス事業者・地域および近隣の方などを想定しており、毎年度依頼していることを説明しました。 

 

◆記録の管理・重要事項説明書の提示について 

＞個人情報への配慮や、より分かりやすい文書提示についてご意見をいただきました。今後さらに配慮

に努めていく旨を説明しました。 



 

◆自治会について 

＞当ホームが地域自治会に加入していることで、前述のごみ問題も円滑に解決できたのではないかとの

ご意見をいただきました。 

 

６．閉会あいさつ（営業・支援部⾧） 

ご参加および貴重なご意見への感謝を述べるとともに、今後も気軽にホームへお越しいただきたい旨

をお伝えしました。 


